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サーベイランス的な地域診断の望ましいあり方についての研究

―YPLLの概念を用いた評価法について―

イノウエ コウジロウ

井上康二郎

目的　毎年データ更新がなされる死亡データと住民の基本健康診査データから地域の健康指標を

サーベイランス的に判断する適切な方法について求めること。

方法　真庭保健所（人口51,000人）と1地域保健所（人口24,000人）の死亡データ，および基本

健診データ，基本健診受診率データ，1995年日本男性生命表から，死亡指標としての

YPLL率，SMRと基本健診受診率の相関係数の検定，1995年日本男性生命表から，年齢別

100歳YPLL率の検討，基本健診データから望ましいサーベイランス的な健康指標の検討を

行った。

結果　1)　死亡指標としてYPLL率は，約6年前の地域の受診率と有意な（P＜0.05）逆相関が

みられたが，SMRではみられなかった。死亡指標は，過去の健康指標の結果であることが

推測された。

　2)　地域特性としての地域診断は，年齢を考慮しない粗出現率が，SMRや年齢調整死亡

率より望ましいと考えられた。

　3)　サーベイランス的な地域診断方法としては，年齢を考慮した方法である年齢調整

YPHL（Years of Potential Health Lost）率が望ましいと考えられた。その際，目標年齢は120

歳，年齢区間はデータが豊富に存在する40-79歳の間が適切と考えられた。

結論　地域診断は死亡データより，最新の健康データを用いた方が望ましい。また，1個人が1

データとして扱われる年齢を考慮しない粗出現率と年齢を考慮した方法としての年齢調整

YPHL率の両方で表現すべきである。
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